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Ⅴ．そ の 他
 1）飯村慈朗．書評・新刊案内　『顔面骨への手術アプ

ローチ』．週刊医学界新聞 2020；3358：6．

麻 酔 科 学 講 座

講座担当教授：上園　晶一　　 小児麻酔，心臓血管
外科麻酔，肺高血圧
の診断と治療

教　　　　授：近江　禎子　　区域麻酔
教　　　　授：下山　直人　　 緩和医療，疼痛治療

（がん，非がん）
教　　　　授：木山　秀哉　　 静脈麻酔，困難気道

管理，麻酔中の脳波，
周術期危機管理，麻
酔を支える自然科学

教　　　　授：下山　恵美　　 緩和医療，疼痛治療
（がん，非がん）

教　　　　授：瀧浪　將典　　 集中治療，医療安全，
終末期医療と臨床倫
理

教　　　　授：坪川　恒久　　 成人心臓麻酔，薬物
動態，脳機能

教　　　　授：石黒　芳紀　　 成人心臓麻酔，循環
生理薬理，体外循環

教　　　　授：近藤　一郎　　 脊髄における疼痛機
序，術後疼痛管理

教　　　　授：鈴木　昭広　　 気道管理，ポイント
オブケア超音波，医
療安全

教　　　　授：三尾　　寧　　 麻酔薬の臓器保護作
用，麻酔の質管理

教　　　　授：桜井　康良　　産科麻酔
准 　教 　授：倉田　二郎　　 麻酔全般，困難気道

管理，ペインクリ
ニック，救急・集中
治療，意識と痛みの
脳神経画像法研究

准 　教 　授：藤原千江子　　呼吸，モニター
（厚木市立病院に出向中）

准 　教 　授：内野　滋彦　　 集中治療，急性腎傷
害，血液浄化

准 　教 　授：庄司　和広　　術後疼痛管理
准 　教 　授：鹿瀬　陽一　　 集中治療，エンドト

キシン，蘇生教育，
シミュレーション医
学教育

准 　教 　授：香取　信之　　 血液凝固モニタリン
グ，周術期出血治療

准 　教 　授：須永　　宏　　筋弛緩薬
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准 　教 　授：虻川有香子　　 小児麻酔，小児気道
管理（SGD）

准 　教 　授：山川健太郎　　 心臓自律神経調節に
よる，致死性心室性
不整脈の予防および
治療戦略

講　　　　師：肥田野求実　　区域麻酔
講　　　　師：照井　貴子　　循環生理
講　　　　師：木田康太郎　　 蘇生後脳障害に対す

る治療法の開発，吸
入ガス，虚血再灌流
障害，脊髄虚血性障
害

講　　　　師：遠藤　新大　　 集中治療，輸液，栄
養

講　　　　師：福島　東浩　　集中治療
講　　　　師：齋藤慎二郎　　 集中治療，急性腎傷

害，播種性血管内凝
固症候群

講　　　　師：池田　浩平　　 虚血再還流傷害，ナ
ノデバイスの医薬応
用

講　　　　師：ハシチウォヴィッチ・トマシュ
 　　　術後鎮痛管理
講　　　　師：吉田　拓生　　 救急・集中治療，循

環器，重症患者の新
規心房細動，ポイン
トオブケア超音波

教育・研究概要
麻酔科学講座の研究は，基礎，集中治療，緩和，

ペインの４部門に分かれる。ここでは，2020 年３月
の段階で倫理委員会または動物実験委員会にて承認
を受けており，かつ，麻酔科学講座に所属する者が
研究代表者を務める研究課題について，研究課題名，
研究代表者，進捗状況を列挙する。論文として発表
されたものに関しては，研究業績を参照することに
して，ここでは述べない。

Ⅰ．研究
１．中枢神経系に及ぼす筋弛緩薬の作用機序の解

明（上園晶一）：論文投稿中
２．遊離皮弁手術における周術期目標指向型輸液

療法の前向き調査（近藤一郎）：論文作成中
３．経胸壁超音波エコーを使用した健常者におけ

る Concord 体位（腹臥位＋頭高位）の循環
血液量の変化についての研究（虻川有香子）：

データ取得中
４．麻酔導入時に香り付マスクを使用し，小児患

者のストレス軽減となるか（虻川有香子）：
論文作成中

５．小児輪状甲状間膜穿刺の安全性向上のための
穿刺モデルの開発：超音波エコーによる挿管
時の気管の変位についての検討（虻川有香
子）：論文作成中

６．小児ペクタスバー挿入術における経胸壁心エ
コーによる心臓の動きの解析について（虻川
有香子）：データ取得中

７．小児手背静脈モデルの開発（虻川有香子）：
倫理委員会

８．頭低位腹腔鏡下手術における咽頭分泌物の
pH と咽頭痛・嗄声の関係について検討（虻
川有香子）：倫理委員会

９．McGrath MAC ビデオ喉頭鏡を使用した際の
喉頭展開にかかる圧の測定（虻川有香子）：
倫理委員会

10．着衣の工夫：手術当日，病棟から手術室入室
までの着物は，術前の不安を軽減させること
ができるか（虻川有香子）：倫理委員会

11．超短時間作用型非脱分極性筋弛緩薬の開発を
目指した基礎的検証（須永　宏）：データ取
得中

12．深い筋弛緩維持のためのロクロニウム持続投
与量の検討（須永　宏）：データ取得中

13．ラット摘出灌流心臓における心筋収縮動態の
高精度解析（照井貴子）：データ取得中

14．心肺蘇生後脳症の鎮静剤による脳保護戦略（木
田康太郎）：データ取得中

15．二酸化炭素を用いた脊髄虚血に対する新たな
治療戦略（木田康太郎）：データ取得中

16．心停止蘇生後脳障害に対するミトコンドリア
標的型治療薬の効果の検証（池田浩平）：デー
タ取得中

17．心停止蘇生後脳障害に対する水素ナノバブル
の治療効果の検証（池田浩平）：データ取得中

18．マウス心停止蘇生モデルにおける一酸化窒素
ナノバブル水の治療効果の検証（池田浩平）：
データ取得中

19．重症手術症例において慈恵医大附属病院で行
われるハイリスクカンファレンスに関する検
討（小池正嘉）：論文作成中

20．硬膜外麻酔における偶発的硬膜穿刺のリスク
因子に関する後ろ向き臨床研究（髙野光司）：
論文作成中
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21．concord 位における血行動態の変化（藤岡頌
子）：データ取得中

22．アセトアミノフェンによる肝障害の検討（藤
岡頌子）：論文作成中

23．胸腔鏡手術を受ける肺癌患者におけるプロポ
フォールの術後心房細動の減少効果に関する
検討（田島果林）：論文作成中

24．ブルガダ型心電図を有する患者の周術期心合
併症の発生に関する調査（田島果林）：論文
作成中

25．QT 短縮症候群の患者の周術期心合併症の発
生に関する調査（田島果林）：データ解析中

26．QT 延長症候群の患者の周術期心合併症の発
生に関する調査（田島果林）：データ取得中

27．血管外科手術患者における，血圧脈波検査と
周術期心血管合併症との関連についての調査

（田島果林）：データ取得中
28．全身麻酔は局所麻酔と比較して重症大動脈弁

狭窄症合併患者における術後の心臓合併症の
発生を抑制する可能性がある（土井万由子）：
論文作成中

29．漏斗胸患者における胸郭形成を目的としたペ
クタスバー挿入による心臓の電気生理学的特
性への影響（土井万由子）：データ解析中

30．婦人科の術後鎮痛（生天目磨依）：データ取
得中

31．全身麻酔術後回復室における，長期滞在患者
と術後急変リスクとの相関に関する研究（八
木洸輔）：論文作成中

32．心臓外科手術患者における TEGⓇを使用した
フィブリノゲン値と血小板値予測（倉田早
織）：データ解析中

33．非心臓手術において術中低血圧が予後へ及ぼ
す影響（倉田早織）：データ解析中

34．非心臓手術中低血圧イベントの発現と術後急
性腎障害との関連性に関する実態調査（倉田
早織）：データ解析中

35．認知症患者における覚醒時 BIS 値の検討（田
口　愛）：データ解析済

36．Brugada 型心電図を有する患者の待機的非
心臓手術における麻酔経験：５年間の後方視
的検討（宮﨑千佳）：論文作成中

37．重症患者における急性腎傷害に対するカルペ
リチドの有効性に関する研究（齋藤敬太）：
論文掲載

38．集中治療室における代謝性アシドーシスの診
療実態調査（齋藤慎二郎）：データ解析中

39．重症患者の新規心房細動に関する多施設レジ
ストリの構築（吉田拓生）：論文作成中

40．血液ガス分析装置による AKI の早期診断（高
折佳央梨）：論文掲載

41．敗血症に関する多施設観察研究（青栁佑加
理）：データ解析中

42．薬剤の希釈液の種類の違いによる影響（青栁
佑加理）：論文作成中

43．SGLT2阻害薬内服患者における術後アシドー
シス発生に関する後ろ向き観察研究（浅野健
吾）：論文作成中

44．当院集中治療室へのダンピングデバイス
「R.O.S.E.Ⓡ」導入における前後比較研究（浅
野健吾）：IRB 申請中

45．難治性疼痛及び慢性疼痛に対する学際的治療
の多面的評価（倉田二郎）：データ取得中

46．慢性痛に対する認知行動療法の無作為化比較
試験による効果検証（倉田二郎）：データ取
得中

47．磁気共鳴画像法を用いた慢性疼痛脳バイオ
マーカーの確立（倉田二郎）：論文作成中

48．ミクログリア画像化 PET とマルチモーダル
MRI による痛みの疾患別バイオマーカーの
確立（倉田二郎）：倫理委員会審査中

49．神経ブロック療法を主体とした治療が慢性痛
患者の QOL に及ぼす影響について（北村俊
平）：データ取得中

50．肺悪性腫瘍手術および膝関節置換術後の遷延
性術後痛前向き調査（八反丸善康）：データ
解析中

51．日本集中治療医学会主催の ICU 入室患者登
録システム事業への参画（鹿瀬陽一）：論文
作成中

52．JIKEI Airway management for patient safe-
ty course（JAMP）受講前後でのビデオ喉頭
鏡による挿管技術の向上調査（鹿瀬陽一）：
論文作成中

53．胸筋神経ブロックが乳房切除・乳房部分切除
術に与える効果の検討（木村昌平）：論文作
成中

54．マッキントッシュ型ビデオ喉頭鏡を用いた気
管挿管教育の有用性の検討（山本　祐）：論
文作成中

55．婦人科悪性腫瘍患者に硬膜外鎮痛と腹直筋鞘
ブロックの比較検討（國吉英樹）：論文作成中

56．脊髄くも膜下麻酔による硬膜穿刺抵抗の主観
的測定と客観的測定（内海　功）：論文作成中
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Ⅴ．公的研究費
2019 年度における公的研究費獲得の結果は以下

の通りである。
１．科学研究費助成事業　基盤研究（C）・継続：

ミトコンドリア障害が関与する対称性遠位末
梢神経障害の治療法の検討（下山恵美）

２．科学研究費助成事業　基盤研究（C）・継続：
蘇生後脳障害に対する新規ミトコンドリア標
的型治療薬の開発と治療効果の検証（池田浩
平）

３．科学研究費助成事業　基盤研究（C）・新規：
超短時間作用型非脱分極性筋弛緩薬の開発を
目指した基礎的検証（須永　宏）

４．科学研究費助成事業　基盤研究（C）・新規：
二酸化炭素による新たな脊髄保護戦略（木田
康太郎）

５．科学研究費助成事業　若手研究・新規：安全
性向上のための小児輪状甲状間膜穿刺モデル
の開発：3D プリンターの適応（虻川有香子）

６．科学研究費助成事業　若手研究（独立基盤形
成支援）・新規：安全性向上のための小児輪
状甲状間膜穿刺モデルの開発：3D プリン
ターの適応（虻川有香子）

７．平成 28 年度大学教育再生戦略推進費「課題
解決型高度医療人材養成プログラム」・新
規：慢性の痛みに関する教育プログラムの構
築（上園晶一）

８．令和元年度慢性疼痛診療体制構築モデル事
業・新規：東京慈恵会医科大学附属病院内に
おける多職種ならびに複数科による慢性疼痛
診療体制の構築（上園晶一）

９．厚生労働行政推進調査事業費補助金（慢性の
痛み政策研究事業）・新規：慢性疼痛診療シ
ステムの均てん化と痛みセンター診療データ
ベースの活用による医療向上を目指す研究

（上園晶一）

「点検・評価」
2015 年度に，臨床における８部門（本院におけ

る麻酔部，集中治療部，ペインクリニック，緩和ケ
ア，術後疼痛管理部の５部門，ならびに，第三病院
麻酔部，葛飾医療センター麻酔部，柏病院麻酔部）
が確立し，それぞれの部署において，臨床研究への
取り組みがおおいに前進した。2019 年度も引き続
きすべての部署において臨床研究がアクティブに行
われた。臨床研究でまとまった結果が出たものに関
しては学会発表にとどまらず，英文論文にできるよ

うな指導体制も徐々に整いつつある。基礎研究部門
も，米国からの帰国者を中心に活発化し，科研費の
獲得数も安定している。

研　究　業　績
Ⅰ．原著論文
 1）Ishii S, Oyama K, Arai T, Itoh H, Shintani S, Suzuki 

M, Kobirumaki‒Shimozawa F, Terui T, Fukuda N, 
Ishiwata S. Microscopic heat pulses activate cardiac 
thin filaments. J Gen Physiol 2019 ;  151(6) :  860‒9.

 2）Kobirumaki‒Shimozawa F, Nakanishi T, Shimoza-
wa T, Terui T, Oyama K, Li J, Louch WE, Ishiwata S, 
Fukuda N. Real‒time in vivo imaging of mouse left 
ventricle reveals fluctuating movements of the inter-
calated discs. Nanomaterials (Basel). 2020 ;  10(3) :  
532.

 3）Takaori K, Uchino S, Takinami M. Impact of point‒
of‒care creatinine monitoring on early detection of 
acute kidney injury in critical illness. J Nephrol 2019 ;  
32(6) :  927‒35.

 4）Yoshida T, Uchino S, Sasabuchi Y, Hagiwara Y ;  
AFTER‒ICU study group. Prognostic impact of sus-
tained new‒onset atrial fibrillation in critically ill pa-
tients. Intensive Care Med 2020 ;  46(1) :  27‒35.

 5）Irie H, Okamoto H, Uchino S, Endo H, Uchida M, 
Kawasaki T, Kumasawa J, Tagami T, Shigemitsu H, 
Hashiba E, Aoki Y, Kurosawa H, Hatakeyama J, Ichi-
hara N, Hashimoto S, Nishimura M ;  JIPAD Working 
Group in the Japanese Society of Intensive Care 
Medicine. The Japanese Intensive care PAtient Data-
base (JIPAD) :  a national intensive care unit registry 
in Japan. J Crit Care 2020 ;  55 :  86‒94.

 6）Saito K, Uchino S, Fujii T, Saito S, Takinami M, Ue-
zono S. Effect of low‒dose atrial natriuretic peptide 
in critically ill patients with acute kidney injury :  a 
retrospective, single‒center study with propensity‒
score matching. BMC Nephrol 2020 ;  21(1) :  31.

 7）Fujii T, Udy A, Licari E, Romero L, Bellomo R. So-
dium bicarbonate therapy for critically ill patients 
with metabolic acidosis :  a scoping and a systematic 
review. J Crit Care 2019 ;  51 :  184‒91.

 8）Miki S, Tsujimoto Y, Shimada H, Tsujimoto H, Ya-
suda H, Kataoka Y, Fujii T. Non‒pharmacological in-
terventions for preventing clotting of extracorporeal 
circuits during continuous renal replacement therapy. 
Cochrane Database Syst Rev 2019 ;  5 :  CD013330.

 9）Fujii T, Udy AA, Deane AM, Luethi N, Bailey M, 
Eastwood GM, Frei D, French C, Orford N, Shehabi 
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Y, Young PJ, Bellomo R, VITAMINS trial investiga-
tors. Vitamin C, hydrocortisone and thiamine in pa-
tients with septic shock (VITAMINS) trial :  study 
protocol and statistical analysis plan. Crit Care Re-
susc 2019 ;  21(2) :  119‒25.

10）Tsujimoto Y, Fujii T, Onishi A, Omae K, Luo Y, 
Imai H, Takahashi S, Itaya T, Pinson C, Nevitt SJ, 
Furukawa TA. No consistent evidence of data avail-
ability bias existed in recent individual participant 
data meta‒analyses :  a meta‒epidemiological study. J 
Clin Epidemiol 2020 ;  118 :  107‒114. e5.

11）Hudson EP, Collie JT, Fujii T, Luethi N, Udy AA, 
Doherty S, Eastwood G, Yanase F, Naorungroj T, Bit-
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リハビリテーション 

医 学 講 座
講座担当教授：安保　雅博　　 中枢神経疾患のリハ

ビリテーション，失
語症および高次脳機
能障害，運動生理，
リンパ浮腫

教　　　　授：渡邉　　修　　 脳外傷のリハビリ
テーション，高次脳
機能障害

教　　　　授：小林　一成　　 神経筋疾患のリハビ
リテーション，脳卒
中の機能予後，歩行
分析

准 　教 　授：佐々木信幸　　 脳卒中のリハビリ
テーション，脳画像
解析

准 　教 　授：武原　　格　　 脳卒中のリハビリ
テーション，嚥下障
害，脳損傷者の自動
車運転

（東京都リハビリテーション病院に出向中）

准 　教 　授：船越　政範　　 脳卒中のリハビリ
テーション，小児の
リハビリテーション

（栃木県立リハビリテーションセンターに出向中）

講　　　　師：竹川　　徹　　 運動器のリハビリ
テーション，痙縮の
治療

（東京逓信病院に出向中）

講　　　　師：鄭　　健錫　　 脳外傷のリハビリ
テーション，脊髄損
傷・義肢装具

（神奈川リハビリテーション病院に出向中）

講　　　　師：上出　杏里　　 障害者スポーツ，小
児発達障害

（国立身体障害者リハビリテーションに出向中）

講　　　　師：宮村　紘平　　 脳卒中のリハビリ
テーション，小児の
リハビリテーション

（河北リハビリテーション病院に出向中）

講　　　　師：髙木　　聡　　 神経筋疾患のリハビ
リテーション

（品川リハビリテーション病院に出向中）

講　　　　師：山田　尚基　　 脳卒中のリハビリ
テーション
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